
日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
に

大

山

耕

輔

は
じ
め
に

本
報
告
の
目
的
は
、
日
本
の
貿
易
政
策
が
こ
れ
ま
で
自
由
化
の
方
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
に
日
本
市
場
の
開

放
を
進
め
る
の
に
必
要
な
政
治
シ
ス
テ
ム
上
の
条
件
を
探
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
ゆ
き
た
い
。

一
で
は
、
戦

後
日
本
の
貿
易
政
策
が
基
本
的
に
は
自
由
化
政
策
で
あ
り
、
ま
た
自
由
化
の
政
策
転
換
を
も
た
ら
し
た
の
は
政
治
的
要
因
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
。
こ
で
は
、
諸
外
国
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
、
ま
た
構
造
障
壁
と
指
摘

さ
れ
る
も
の
の
改
善
に
よ
る
市
場
開
放
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
三
で
は
、
そ
う
し
た
市
場
開
放
を
推
進
す
る
た
め
、
日
本
の
政
治

シ
ス
テ
ム
は
条
件
を
備
え
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

七



A

4

・i
、、

一一
f
ノ

日
本
の
政
治
と
貿
易
政
策

「
政
治
が
政
策
を
決
め
る

(
勺

O
一淳一の

m
a
o
o
E命
的
旬
。
一
一
の
V
デ
)
」

ア
メ
リ
カ
政
治
学
会
元
会
長
の

T
・
ロ
ウ
ィ
は
、
か
つ
て
、
「
政
策
が
政
治
を
決
め
る

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
外
交
、
安
全
保
障
、
経
済
、
産
業
、
健
康
、
教
育
、
福
祉
な
ど
の
政
策
分
野
に
対
応
し
て
、
影
響
力
を
持
つ
ア
ク
タ
ー

さ
ら
に
分
配
、
規
制
、
再
分
配
と
い
う
よ
う
な
政
策
機

(
旬
。
}
一
ミ
仏
め
の
広

2
℃

c
-
E
B
)
」
と
述
べ
た
こ
と

が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
と
い
う
多
元
主
義
の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
い
る
。
だ
が
、

能
の
類
型
に
注
目
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
類
型
ご
と
に
ア
ク
タ
ー
間
の
政
治
過
程
も
ほ
ぽ
対
応
し
て
類
型
化
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
こ
の
指
摘
は
新
鮮
で
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。

ロ
ウ
ィ
の
指
摘
は
正
し
く
、
政
策
決
定
過
程
を
幅
広
く
捉
え
た
い
と
き
に
は
と
く
に
有
効
な
も
の
で
あ
る
c

し
か
し
、
あ
る
政
策
が
そ

れ
ま
で
の
方
針
を
変
え
て
別
の
方
向
を
目
指
す
政
策
転
換
の
決
定
過
程
を
捉
え
た
い
と
き
に
は
不
向
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
政
策
の
変
化

や
転
換
を
も
た
ら
す
も
の
は
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
政
治
過
程
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

ロ
ウ
ィ
の
指
摘
と

は
逆
に
、
通
常
い
わ
れ
る
よ
う
な
意
味
で
よ
政
治
が
政
策
を
決
定
す
る
し
こ
と
に
な
る
。

本
報
告
が
扱
う
日
本
の
貿
易
政
策
の
決
定
過
程
を
検
討
す
る
と
、
保
護
主
義
か
ら
自
由
貿
易
主
義
へ
の
政
策
転
換
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
、

そ
の
政
策
転
換
に
は
外
圧
や
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
要
素
が
効
果
を
も
っ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



保
護
主
義
か
ら
自
由
貿
易
主
義
へ
の
政
策
転
換

一
九
六

O
年
の
「
貿
易
・
為
替
自
由
化
計
画
大
綱
L

以
来
、
そ

れ
ま
で
の
保
護
主
義
が
自
由
貿
易
主
義
に
政
策
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
来
、
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

戦
後
日
本
の
貿
易
政
策
を
概
観
す
る
と
、
表
ー
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

産
業
が
自
由
化
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、
乗
用
車
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
産
業
育
成
政
策
の
対
象
と
さ
れ
た
戦
略
産
業
を
中
心
と
す
る
残
存

輸
入
制
限
品
目
の
自
由
化
、
関
税
の
撤
廃
や
引
き
下
げ
が
少
し
ず
つ
行
わ
れ
た
の
さ
ら
に
資
本
自
由
化
が
、
六
七
年
の
第
一
次
か
ら
七
三

年
の
第
五
次
ま
で
段
階
的
に
実
施
さ
れ
、
技
術
導
入
も
自
由
化
さ
れ
て
き
た
。

外
取
り
引
き
、
資
本
取
り
引
き
は
、
原
則
自
由
・
例
外
規
制
と
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
日
本
の
残
存
輸
入
制
限
品
目
は
農
産
物
だ
け
と
な

一
九
八

O
年
に
は
改
正
外
国
為
替
法
が
実
施
さ
れ
て
、
対

り
、
現
在
、

コ
メ
の
関
税
化
が
、
ガ
ッ
ト
の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
で
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
輸
入
政
策
に
お
け
る
自
由
化
が
、

一
九
六

O
年
と
八

O
年
の
大
き
な
政
策
転
換
と
し
て
行
わ
れ
、

そ
れ
ら
の
聞
に
無
数

の
小
さ
な
政
策
転
換
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
貿
易
政
策
の
な
か
で
は
、
輸
入
自
由
佑
政
策
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
欧
米
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア

N
I
E
S
や
A
S
E
A
N
諸
国
な
ど
と
の
貿
易
摩
擦
の
解
決
策
と
し
て
、
日
本
市
場
の
一
層
の
開
放
が

叫
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
管
理
貿
易
的
な
政
策
が

先
進
国
間
の
貿
易
摩
擦
対
策
と
し
て
採
用
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
輸
出
政
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
輪

出
振
興
策
に
代
わ
り
、
各
産
業
で
輸
出
規
制
策
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
や
工
作
機
械
な
ど
の
輸
出
自
主
規
制
が
代

表
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
日
本
市
場
に
お
け
る
外
国
製
半
導
体
の
二

O
パ
ー
セ
ン
ト
シ
ェ
ア
規
制
な
ど
の
よ
う
に
、
輸
入
促
進
の
た
め

結
果
重
視
型
の
政
策
も
採
ら
れ
始
め
て
い
る
。

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

}L 



表 1 戦後の貿易・資本取り引きの自由化の歩み

1947年8月 i民間貿易再開

49 4 i単一為替レート(lドル=360円)の実施

12 :外国為替および外悶為替管理貿易法施行

1950 6 :朝鮮戦争勃発

51 9 iサンフランシスコ講和条約調印(52.4発効)

52 8 : IMFに加入

55 9 :GATTに正式加入(53.10仮加入)

1960 6 輸入制限の大幅自由化(r貿易・為替自由化計画i大綱J)

63 2 GATTll条国へ昇格

64 4 IMF8条国への移行(外貨予算制度廃止)OECD加盟

5 ケネディ・ラウンドの開始(67.6終結)

10 輸入自由化率92.8%達成

67 7 第一次資本自由化実施(100%一17業種、 50%→ 33業種)

68 6 技術導入の自由化拡大

7 ケネディ・ラウンドによる第一次関税引き下げ実施(1，910品
日)

69 3 j第二次資本自由化実施(100%-44業種、 50%-160業種)

10 !残存輸入制限55品目の自由化決定(71年12月末までに実施)

1970 9 第三次資本自由化実施(100%一77業種、 50%-447業種)

71 4 自動車の資本自由化実施

8 第四次資本自由化実施(100%-228業種、 50%-7業種を除く会

業種)
アメリカ、新貿易政策を発表(ニクソン・ショック)

12 スミソニアン協定実施(lドルニ308円)

72 7 技術導入の自由化実施

73 2 円の変動制移行

5 第五次資本自由化実施(5業種を除き原則100%)
10 石油ショックの発生(第四次中東戦争)

74 8 電子計算機の資本50%自由化実施

12 ICの100%資本自由化、情報処理産業の資本50%自由化実施

75 2 東京ラウンドの開始(79.12終結)

6 小売業の資本自由化実施

1980 12 i新外国為替法実施(対外取り引き、資本取り引きの原則自由

化)

86 j農産物146品目、鉱工業品1，703品目の関税撤廃・原則2翻カッ

ト 。
89 4 :工業製品1，004品目の関税撤廃実施

1991 4 j牛肉、オレンジの輸入自由化実施

92 4 :オレンジジュースの輸入自由化

(出所)中北ほか、前掲書、 20ぺ←ジ。



今
後
予
想
さ
れ
る
日
本
の
貿
易
政
策

日
本
の
貿
易
政
策
の
基
調
が
自
由
貿
易
主
義
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
日
本
の
貿
易
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
予
想
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
は
、
自
由
貿
易
主
義
の
観
点
か
ら
は
、
問
題
と
さ
れ
る
貿
易
不
均
衡
の
原
因
が
、
そ
の
国
の
貿
易
構
造
や
景
気
動
向
な
ど
マ
ク

ロ
経
諦
に
か
か
わ
る
構
造
的
要
因
と
解
釈
さ
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、
貿
易
不
均
衡
の
是
正
策
と
し
て
は
、
為
替
レ

l
ト
の
調
整
、
米

国
の
財
政
赤
字
削
減
、
日
本
の
内
需
拡
大
(
公
共
投
資
拡
大
)
と
い
っ
た
マ
ク
ロ
経
済
政
策
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、
経
常
収
支
黒
字
の
上
限

設
定
や
分
野
別
の
輸
入
目
標
の
導
入
な
ど
の
管
理
貿
易
的
ミ
ク
ロ
的
政
策
は
、

一
時
的
緊
急
避
難
的
政
策
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
平
岩
研
究
会
の
最
終
報
告
に
よ
れ
ば
、
政
府
に
よ
る
毎
年
の
経
済
見
通
し
に
、
貿
易
黒
字
あ
る
い
は
輸
入
の
予
測
数
値
を
掲
げ

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
数
値
が
単
な
る
予
測
に
と
ど
ま
る
の
か
、
何
ら
か
の
強
制
力
を
持
つ
目
標
に
な
る
の
か
、

あ
る
い
は
よ
り
ミ
ク
ロ
な
個
別
業
種
ご
と
の
数
値
を
設
定
す
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
議
論
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
ろ
う
。

管
こ
に
は
、
日
本
は
、
貿
易
摩
擦
の
交
渉
的
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
ガ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る
多
国
間
主
義

(
E
C
E
Z
Z
Eロ
回
目
)
を

採
用
し
、
米
国
の
ス
ー
パ
ー
一
ニ

O
一
条
方
式
の
よ
う
な
単
独
行
動
主
義
官
民
E
古

g
r
g
)、
日
米
、
日
欧
に
よ
る
二
国
間
主
義
守
口
巳
2
・

弘
山
田
宮
)
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を
優
先
す
る
よ
う
な
地
域
主
義
令
指
古

E
宏
自
)
な
ど
は
、
少
な
く
と
も
日
本
側
か
ら
積
極
的
に
採
用
す

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
に
は
、
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
!
ナ
以
後
の
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
に
お
け
る
パ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
ソ
ル
シ
ア
の
な
か
に
あ
っ
て
、
今
後

日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
国
際
貢
献
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
も
可
能
な
範
囲
で
こ
の
要
求
に
応
え
て
ゆ
く
で
あ

ろ
う
の
日
本
の
国
際
貢
献
は
、
貿
易
摩
擦
の
解
消
と
い
う
消
極
的
な
面
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
市
場
の
拡
大
と
い
う
自
由
貿
易
主
義
の
よ

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム



一

り
積
極
的
な
面
に
も
向
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た

O
D
A
〈
政
府
開
発
援
助
)
な
ど
主
に
経
済
的
貢
献
が
よ
り
強
ま
ろ
う
が
、

P
K
O
(平

和
維
持
活
動
)
な
ど
安
全
保
障
面
で
の
貢
献
も
で
き
る
範
囲
で
行
う
で
あ
ろ
う
。
カ
ネ
だ
け
で
な
く
ヒ
ト
に
よ
る
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

第
四
に
は
、
第
三
と
も
か
か
わ
る
が
、
日
本
と
ア
ジ
ア

N
I
E
S
や

A
S
E
A
N
諸
国
と
の
貿
易
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
今
後
、
摩
擦
問
題
な
ど
貿
易
政
策
を
考
え
る
上
で
は
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
の
相
互
依
存
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。

日
本
市
場
の
閉
鎖
性
と
市
場
開
放

マ
ン
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
元
駐
日
米
国
大
使
は
、
日
本
市
場
に
つ
い
て
、
寸
米
国
人
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
閉
鎖
的
で
は
な
い
が
、
日
本
人
が
思
っ

て
い
る
ほ
ど
開
放
さ
れ
て
も
い
な
い
し
と
、
か
つ
て
述
べ
た
そ
う
で
あ
ぶ
r

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
市
場
の
開
閉
度
を
測
る
客
観
的
な
物

差
し
が
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
か
、
ま
た
、
閉
鎖
性
の
要
因
と
い
わ

れ
る
構
造
障
捷
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

公
式
の
貿
易
障
壁
は
低
い

市
場
の
関
鎖
性
を
考
え
る
と
き
、
公
式
の
数
字
を
比
較
し
て
み
る
と
、

日
本
は
、
先
進
諸
国
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
開
放
的
と
い
う
結

巣
が
得
ら
れ
る
。
ま
ず
、
関
税
負
担
率
を
見
る
と
、
日
本
は
こ
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

ア
メ
リ
カ
コ
了
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

E
C
一
一
了
三
パ

l



セ
ン
ト
、

カ
ナ
ダ
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
も
っ
と
も
低
い
。

ま
た
、
残
存
輸
入
制
限
品
目
で
見

る
と
、
日
本
は
十
二
品
目
(
鉱
工
業
品

O
、
農
産
品
十
二
)
で
、

ア
メ
リ
カ
十
七
品
目
(
鉱
工
業
品
一
一
、
農
産
品
十
五
)
、

E
C
九
九
品
目

(
鉱
工
業
品
二
一
、
農
産
品
七
八
)
と
比
べ
て
か
な
り
少
な
い
。

こ
の
結
果
、
最
近
の
日
本
に
お
け
る
輸
入
の
規
模
・
水
準
は
、
欧
米
と
比
べ
て
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
る
。
国
民

人
当
た
り

の
輸
入
額
は
、
日
本
が
つ
九
一

0
ド
ル
で
ア
メ
リ
カ
は
一
、
九
三
三
ド
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
一
人
当
た
り
の
対
米
輸
入
額
は
、
日
本

四
三
一
一
一
ド
ル
、

イ
ギ
リ
ス
四
二
三
ド
ル
、
ド
イ
ツ
四

O
四
ド
ル
、

フ
ラ
ン
ス
三
八
七
ド
ル
、
イ
タ
リ
ア
一
七
九
ド
ル
で
あ
り
、
日
本
は
欧

州
諸
国
よ
り
高
い
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
菌
民
一
人
当
た
り
の
対
日
輸
入
額
は
三
七
六
ド
ル
な
の
で
、
日
米
間
明
、
は
、
日
本
の
方
が
一
人
当

た
り
の
輸
入
額
で
六

0
ド
ル
ほ
ど
多
い
こ
と
に
な
る
。

抵
い
製
品
輸
入
比
率

と
こ
ろ
が
、
製
品
輸
入
比
率
を
と
っ
て
み
る
と
、
日
本
は
欧
米
に
大
き
く
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
表
2
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、

日
本
は
、
輸
入
総
額
で
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
に
及
、
ば
な
い
が
フ
ラ
ン
ス
、
ィ
、
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
と
同
じ
水
準
で
あ
る
。
だ
が
、

製
品
輸
入
額
で
は
、

カ
ナ
ダ
、
イ
タ
リ
ア
と
同
じ
水
準
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
諸
国
と
比
べ
る
と
か
な
り
低
く
な
る
。
輸
入
総
額
に

占
め
る
製
品
輸
入
比
率
は
約
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
欧
米
諸
国
の
七

0
1八
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
水
準
よ
り
か
な
り
低
い
。
ま
た
一
般
に
、

経
済
規
模
が
大
き
く
な
る
と
輸
入
額
も
大
き
く
な
る
の
で
、
経
済
規
模
を
表
す
国
内
総
生
産

(
G
D
P
)
と
輸
入
規
模
、
製
品
輸
入
規
模

と
の
比
率
を
と
っ
て
み
る
と
、

ど
ち
ら
の
比
率
も
先
進
諸
国
中
も
っ
と
も
低
い
水
準
と
な
る
。

一
人
当
た
り
製
品
輸
入
額
を
と
っ
て
も
、

や
は
り
一
番
低
い
。

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

一一一一



表 2 輸入の国際比較:1991年

日 本アメリカカナダドイツフランスイギリスイタリア

輸入総額(億ド lレ) 2，36i 4，i85 1，1693，8622，2992，0961，839 

製品輸入額(億 iりレ) 1，203 3，82i 1，005 3，OOi 1，894 1，658 l，2i5 

製品輸入比率(% ) 50.8 80.0 86.0 II . 9 82.4 i9. 1 69.3 

輸入・GDP比率(%) i.O 8.619.924.920.520.615.9 

製品輸入・GDP比率(%) :L6 6.9 1i.1 19.4 16.9 16.3 11.0 

1 人あたり 9i4 1，531 3，i89 4，i56 3，356 2，888 2，210 
製品輸入額(ドル)

(出所)日本貿易振興会 f日本の製品輸入動向1991年J1992年、およびIMF，

Inter羽αtionalFinωtGIal 5t，α，tistics Year Book‘1991 

中jむほか、前掲書、 40ページ。

表 3 対外および対内直接投資の国際比較 1989年

二~:本 アメリカ E C イギリス ドイツ アランス

対外直援投資

残高(億ドル) 1560 3760 i 3700 i50 

位界に占める割合(%) 11 27 26 16 I 9 5 

対内直接投資

残高(億ドル) 280 3740 2490 510 

世界に占める割合(%) 2 27 18 10 5 4 

対外直緩投資残高/

山
対内直接投資残高比率(%) 5.6 1.0 1.5 1.6 1.6 

対内直接投資残高/

GDP比率(%) 0.01 0.07 I 0.05 0.17 0.06 
しーマーー一一一一一一一一

(設)ECに関する統計にはEC域内の直接投資は含まれない。日本に関す ー

る統計はオーストラリア、カナダ、 EC、ノルウェー、スイスおよび 四

アメリカの対日直接投資から推計したものである。

(出所)United Nations， World lnvestment Rψort 1992， 1992 

中北ほか、前掲書、 101ページ。



な
ぜ
日
本
の
製
品
輸
入
比
率
が
低
い
の
だ
ろ
う
か
。
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

第
一
に
は
、
日
本
の
加
工
貿
易
構
造
が
考
え
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け
る
天
然
資
源
の
賦
存
状
況
か
ら
み
て
、

日
本
で
は
、
輸
入
の
相
当

部
分
が
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
輸
入
し
た
資
源
に
よ
り
、
製
品
を
組
み
立
て
て
輸
出
す
る
と
い
う
加
工
貿
易
パ

タ
ー
ン
が
構
造
化
さ
れ
や
す
い
。
日
本
は
、
欧
州
諸
国
と
違
い
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
人
口
が
多
く
経
済
規
模
が
大
き
い
か
ら
、
貿
易
に
依

存
せ
ず
む
し
ろ
内
需
に
よ
っ
て
成
長
し
て
き
た
。
し
か
し
製
品
輸
入
に
つ
い
て
は
、
消
費
大
国
の
ア
メ
リ
カ
と
違
い
、

八
五
年
の
プ
ラ
ザ

合
意
後
の
円
高
と
平
成
(
バ
ブ
ル
)
景
気
で
か
な
り
改
善
さ
れ
た
も
の
の
、
最
近
の
不
況
に
よ
る
輸
入
停
滞
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
製
品

輸
入
が
伸
び
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
ニ
に
は
、
個
々
の
産
業
に
お
け
る
製
品
輸
入
を
分
析
す
る
と
、
系
列
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
排
他
的
取
り
引
き
関
係
、
国
内
企
業
を

優
遇
す
る
差
別
的
な
政
府
調
達
、
基
準
・
認
証
制
度
な
ど
の
構
造
障
壁
が
、
日
本
へ
の
製
品
輸
入
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
指

摘
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
様
の
分
析
方
法
を
用
い
て
日
本
市
場
は
閉
鎖
的
で
な
い
と
い
う
実
証
研
究
や
、

八
五
年
以
降
の
製
品
輸
入
の
急

拡
大
で
他
国
と
同
じ
水
準
に
近
づ
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

第
一
の
要
因
は
、
製
品
輸
入
全
体
の
構
造
的
な
視
点
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
要
因
は
、
個
々
の
産
業
の
視
点
か
ら
の
も
の
で
、

両
者
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
は
、
製
品
輸
入
し
に
く
い
基
本
的
構
造
を
も
っ
て
い
る
が
、
個
々
の
産
業
に
立
ち
入
っ
て
検
討

し
て
み
る
と
、
輸
入
障
壁
と
な
る
要
素
が
製
品
輸
入
の
水
準
に
影
響
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。

低
い
対
内
投
資

表
3
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
対
外
投
資
は
、
近
年
活
発
で
先
進
国
の
な
か
で
も
大
き
い
割
合
を
占
め
て
い
る
が
、
対
内
投

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

五



一二ムハ

資
は
そ
れ
と
は
不
釣
り
合
い
に
わ
ず
か
な
割
合
し
か
な
い
。
対
外
投
資
残
高
と
対
内
投
資
残
高
の
比
率
を
比
較
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
は
了

。
で
ほ
ぼ
均
衡
し
て
お
り
、
他
の
先
進
諸
国
は
一
・
五

1
一
・
六
で
や
や
対
外
投
資
が
上
回
っ
て
い
る
が
、
日
本
は
五
・
六
と
圧
倒
的
に

対
外
投
資
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

G
D
P
に
占
め
る
対
内
投
資
残
高
の
割
合
で
も
、
他
の
先
進
諸
国
が

0
・6
0五
i
0
・
一
七
パ

1
セ

ン
ト
な
の
に
対
し
、
日
本
は

0
・
0
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
低
い
。

百
本
は
、
日
米
構
造
協
議
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
対
日
投
資
の
拡
大
要
請
を
受
け
、
外
為
法
を
改
正
し
、
九
二
年
一
月
か
ら
施
行
し
て
い
る
。

旧
外
為
法
で
は
、
対
日
投
資
は
す
べ
て
の
分
野
で
事
前
の
届
げ
出
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
改
正
で
一
部
の
業
種
を
除
き
、
事
後
報

告
で
よ
い
こ
と
に
な
つ
が
r

ま
た
、
旧
外
為
法
に
は
、
「
園
内
の
同
種
事
業
の
活
動
に
著
し
い
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
」
業
種
で
あ

れ
ば
、
す
べ
て
制
限
で
き
る
広
範
な
裁
量
を
認
め
る
規
定
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。

こ
の
規
制
緩
和
の
効
果
を
評
価
す
る
の
は
ま
だ
時
期
尚
早
か
も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
日
本
へ
の
投
資
が
増
え
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
九

O
年
一
月
に
通
産
省
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
へ
進
出
し
て
い
る
外
資
系
企
業
が
、
日
本
市
場
で
事
業
を

行
う
に
あ
た
っ
て
障
害
を
感
じ
て
い
る
割
合
は
六
七
・
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
釘
r

こ
の
う
ち
四
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
企
業
は
、
「
多
少
障

宝
口
は
あ
る
が
、
日
本
企
業
と
条
件
は
同
じ
で
あ
る
」
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
企
業
と
は
異
な
る
障
害
を
感
じ
て
い
る
企
業
と
、
寸
日

本
企
業
と
条
件
は
同
じ
だ
が
、
本
国
と
比
較
す
る
と
障
害
は
多
い
」
と
感
じ
て
い
る
企
業
が
一
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
あ
る
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
日
本
市
場
で
事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
障
害
が
、
外
国
企
業
だ
げ
に
排
他
的
に
存
在
す
る
と
い
う
よ
り

は
、
日
本
企
業
も
含
め
て
日
本
市
場
へ
の
新
規
参
入
が
そ
も
そ
も
難
し
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
r

外
資
系
企
業
が
、
対
日
直
接
投
資
の
阻
害
要
因
と
し
て
あ
げ
た
も
の
に
は
、
①
日
本
企
業
と
の
競
争
が
厳
し
い
(
約
六
割
)
、
②
土
地
価

格
の
高
騰
(
約
五
割
)
、
③
労
働
コ
ス
ト
が
高
い
(
約
四
割
)
、
④
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求
水
準
が
高
い
〈
約
四
割
)
、
⑤
原
材
料
が
高
い
(
約
三



割)、

⑥
既
存
取
り
引
き
系
列
に
参
入
し
に
く
い

(
約
二
割
)
、
⑦
為
替
リ
ス
ク
の
存
在
(
約
一
割
)
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、

事
業
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
コ
ス
ト
の
高
さ
と
、
日
本
市
場
の
特
異
性
が
障
害
と
感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
政
府
に
よ
る
公
的

規
制
が
障
害
と
感
じ
ら
れ
る
比
率
は
小
之
叫
が
、
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
金
融
や
医
薬
品
な
ど
の
部
門
で
は
、
規
制
が
障
害

と
感
じ
ら
れ
る
比
率
は
大
き
い
と
い
う
。

⑤
系
列
、
⑥
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
)

こ
れ
ら
の
障
害
は
、
日
米
構
造
協
議
で
ア
メ
リ
カ
が
臼
本
に
指
摘
し
た
問
題
点
(
①
投
資
・
貯
蓄
、
②
土
地
、
③
流
通
、
④
独
禁
法
、

と
似
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
ガ
ッ
ト
の
貿
易
政
策
審
査
報
告
に
お
け
る
指
摘
、
ア
メ
リ
カ
通
商
代
表

部
の
外
国
貿
易
障
壁
年
次
報
告
書
で
の
指
摘
な
ど
と
も
共
通
し
て
い
る
。
貿
易
障
壁
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
市

場
自
身
の
取
引
慣
行
な
ど
の
方
が
よ
り
重
要
の
よ
う
で
あ
れ
r

日
本
の
外
国
(
外
資
系
)
企
業
が
輸
入
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
点
で
あ
ぷ
r

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、

一
九
九

0
年
度
に
お
け
る
製
造
業

に
属
す
る
外
資
系
企
業
に
よ
る
輸
入
額
は
三
兆
六
、

0
0
0億
円
で
、
日
本
の
輸
入
総
額
の
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
他
方
、
輸
出

額
は
約
九
、

0
0
0億
円
で
、

日
本
の
輸
出
総
額
の
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
輸
入
額
が
大
き
い
の
は
、
石
油
、
電
気
機

械
、
精
密
機
械
、
化
学
工
業
、
医
薬
品
な
ど
の
産
業
で
あ
る
。
ま
た
、
外
資
系
企
業
の
輸
入
比
率
(
輸
入
額
/
仕
入
れ
高
)

は
、
全
産
業

で
四
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
製
造
業
で
五

0
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
外
国
に
進
出
し
た
日
本
企
業
の
輸
入
比
率
が
、
全
産
業
で
一
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
、
製
造
業
で
一
一
・

O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

外
資
系
企
業
が
輸
入
を
活
発
に
行
う
理
由
と
し
て
は
、
第
一
に
、
外
資
系
企
業
の
日
本
進
出
の
重
要
な
動
機
が
日
本
市
場
で
の
販
売
に

あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
海
外
の
本
社
か
ら
の
輸
入
品
を
仕
入
れ
販
売
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
日
本

に
お
け
る
内
外
価
格
差
の
存
在
は
、
外
資
系
企
業
に
と
っ
て
は
、
輸
入
に
よ
り
利
益
を
獲
得
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
た
め
で

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

七



八一

あ
る
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
対
内
投
資
を
活
発
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は
、
輸
入
を
飛
躍
的
に
拡
大
す
る
効
果
が
あ
る
。

フ
レ
ッ
ド
・
パ

i
グ
ス
テ

ン
国
際
経
済
研
究
所

(
I
I
E
)
所
長
の
試
算
に
よ
る
と
、
日
本
の
構
造
障
壁
が
全
廃
さ
れ
た
場
合
、
ア
メ
リ
カ
の
対
日
輸
出
は
八
九
億

i
一
八
二
億
ド
ル
増
加
す
る
と
い
一
予
今
後
、
対
内
投
資
を
活
発
に
す
る
た
め
の
優
遇
策
と
、
障
害
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
の
除
去
が
課
題

と
な
っ
て
こ
よ
う
。

日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム

こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
市
場
開
放
を
推
進
す
る
の
は
政
治
過
程
で
あ
る
。
日
本
は
、

そ
の
た
め
の
政
治
的
条
件
を
備
え
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
程
度
備
え
て
い
る
、

と
い
う
の
が
本
報
告
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
た
め
、
日
本
に
お
げ
る
政
府
と
市
場

の
関
係
、
政
治
と
経
済
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義
と
い
う
見
方
の
有
効
性
を
、
石
油
産
業
と
小
売

り
流
通
業
に
お
け
る
規
制
緩
和
を
事
例
と
し
て
検
討
し
た
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義

政
府
と
市
場
の
関
係
を
み
る
と
き
、
政
府
優
位
と
み
る
の
か
市
場
罷
位
と
み
る
の
か
の
基
本
的
な
見
方
の
違
い
が
あ
る
。
従
来
の
議
論

で
は
、
日
本
は
政
府
優
位
で
あ
る
と
の
見
方
が
有
力
で
あ
っ
た
。
古
い
と
こ
ろ
で
は
日
本
株
式
会
社
(
古
宮
口

F
P
)
論
や
官
僚
優
位
、

コニ

リ
!
ト
論
、
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
C
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
発
展
指
向
型
国
家
卒

2
a。
匂

E
g
g
-
∞E
Z
)
、
S
-
ク
ラ
ス
ナ

l
の
強
い
国
家



(印可
C

括
的
E
Z
)
が
代
表
的
で
あ

U
r
だ
が
高
度
成
長
期
ま
で
の
日
本
な
ら
と
も
か
く
、
現
在
の
日
本
で
は
、
市
場
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し

て
巨
大
で
複
雑
に
な
り
、
以
前
ほ
ど
政
府
や
官
僚
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
政
策
決
定
過
程
は
、
政
府
や
省
庁
が
一
方
的
に
決

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
圧
を
は
じ
め
、
政
党
、
業
界
団
体
な
ど
の
利
益
集
団
、
他
の
省
庁
、
内
閣
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

マ
ス

メ
デ
ィ
ア
、
世
論
な
ど
が
、
多
元
的
に
作
用
し
あ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

む
し
ろ
市
場
が
優
位
に
あ
る
と

す
る
多
元
主
義
の
見
方
が
有
効
に
な
っ
て
き
た
。

多
元
主
義
の
見
方
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
そ
の
う
ち

R
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ズ
の
相
互
了
承
(
吋
ゅ
の
ざ

8
8
]
gロ
自
己
)
の
政
治
論

は
、
政
府
と
市
場
の
間
で
合
意
が
得
ら
れ
た
場
合
に
は
政
策
は
有
効
だ
が
、
合
意
が
得
ら
れ
な
い
と
き
は
有
効
で
な
い
こ
と
を
強
調
す

る
。
ま
た
ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
1
の
反
応
国

(
Z
R
t〈
巾

印

g
Z
)
は
、
外
交
政
策
上
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
プ
を
独
自
に
は
展
開
で
き
ず
、
も
っ

ぱ
ら
外
圧
に
対
応
す
る
国
(
日
本
)
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
に
、
教
科
書
通
り
の
原
子
論
的
な
多
元
主
義
で
あ
る

と
主
張
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
ず
、
問
題
関
心
に
応
じ
て
、
政
府
の
役
割
の
意
義
や
政
府
と
市
場
の
相
互
作
用
の
意
義
を
、

そ
の

モ
デ
ル
の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義
の
見
方
を
提
示
し
た
い
。
こ
の
見
方
の
特
徴
は
、

日
本
政
治
を
基
本
的
に
は
市
場
優
位
と
み
る

が
、
政
府
と
市
場
の
間
に
は
性
格
の
異
な
る
ニ
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
が
成
立
し
て
い
る
と
み
る
。
そ
れ
ら
は
、
既
得
権
(
話
回
宮
内
ご

2
2
'

2
3
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、

日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
競
合
か
ら
説
明
で

き
る
と
す
る
。

既
得
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
業
界
と
省
庁
と
政
治
家
(
族
)

の
間
で
、
有
利
な
規
制
・
指
導
と
補
助
金
、
天
下
り
ポ
ス
ト
、
票
と
政
治

献
金
な
ど
を
交
換
し
あ
う
、
生
産
者
の
利
益
を
め
ぐ
る
長
期
多
角
的
関
係
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
う
し
た
既
得
権
を
め
ぐ
る
ネ
ツ

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

九



一三

O

ト
ワ

l
ク
は
、
各
業
界
や
部
局
ご
と
に
成
立
し
て
お
り
、
互
い
の
既
得
権
を
犯
さ
な
い
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
者

の
利
益
を
重
視
し
た
こ
れ
ま
で
の
シ
ス
テ
ム
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
力
を
つ
け
て
き
た
。
市
場
開
放
や
自
由
化
を
求
め

る
外
圧
、
生
活
者
や
消
費
者
、
納
税
者
の
利
益
を
重
視
す
る
よ
う
訴
え
る
世
論
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
改
革
を
旗
印
に
し
た
寸
新
党
L

に

よ
る
政
権
交
代
、
改
革
実
現
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
政
治
家
、
臨
調
や
行
革
審
な
ど
の
権
威
あ
る
改
革
提
言
主
体
、
競
争
を
望

む
改
革
派
企
業
、
改
革
の
波
に
乗
る
有
利
さ
に
気
づ
い
た
官
僚
制
な
ど
の
提
携
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
シ
ス
テ
ム
の
改
革
が
実
現
し
つ
つ
あ

る。
石
油
産
業
と
大
庖
法
の
規
制
緩
和

こ
こ
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義
と
い
う
見
方
の
有
効
性
を
、
八

0
年
代
後
半
に
実
現
し
た
石
油
産
業
の
規
制
緩
和
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
大
庖
法
の
緩
和
改
正
を
事
例
と
し
て
検
証
し
て
お
き
た
凶
r

規
制
緩
和
は
、
対
外
不
均
衡
の
解
消
に
直
接
の
効
果
を
持
つ
わ
け
で
は
な
〈
叫
が
、
間
接
的
に
は
内
需
と
輸
入
の
拡
大
に
役
立
つ
。
貿
易

摩
擦
対
策
と
し
て
は
、
よ
り
直
接
的
な
市
場
開
放
策
が
今
後
必
要
と
な
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
を
考
察
す
る
上
で
、
こ
れ
ま
で
に
実
現
し
た
規
制
緩
和
に
お
け
る
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
検
討
す
る
こ
と
は
意
味

の
あ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

大
店
法
は
、
九

O
年
に
届
出
制
の
運
用
適
正
化
措
置
が
行
わ
れ
、
九
一
年
に
緩
和
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
外
国
流
通
業
の
新
規
参
入

を
促
す
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
今
後
も
大
庖
法
の
廃
止
を
含

む
議
論
が
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
石
油
産
業
の
規
制
緩
和
は
、
石
油
業
法
の
緩
和
改
正
ま
で
は
ゆ
か
ず
、
許
認
可
権
の
運
用



を
ソ
フ
ト
化
す
る
内
容
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
ど
ま
り
、

し
か
も
参
入
よ
り
も
投
資
・
需
給
・
輸
入
の
規
制
緩
和
で
あ
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
の
輸
入
を
、
精
製
会
社
だ
け
で
な
く
商
社
に
も
認
め
よ
う
と
い
う
更
な
る
規
制
緩
和
が
今
後
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
大

活
法
と
比
べ
る
と
、
石
油
産
業
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
多
く
の
規
制
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
規
制
緩
和
は
な
ぜ
実
現
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
既
得
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な
か
で
は
、
外
圧
が
規
制
緩
和
を
政
治
問
題
化
し
た
こ
と
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
日
本
の
規
制
緩

h
山
中
品
、

1
1
 
一
九
八
五
年
九
月
の
プ
ラ
ザ
合
意
に
よ
る
円
高
以
降
、
主
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
市
場
開
放
・
内
需
拡
大
の
要
求
を
受
け
て
か
ら
実

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
庖
法
が
緩
和
改
正
さ
れ
た
の
は
、
日
米
構
造
協
議
で
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て
、
日
本
が
法
改
正
を

公
約
し
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
通
産
省
が
、
国
内
精
製
主
義
と
い
う
従
来
の
石
油
産
業
政
策
を
転
換
し
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
石
油
製
品
を

直
接
輸
入
す
る
た
め
の
法
律
(
特
定
石
油
製
品
輸
入
暫
定
措
置
法
)
を
一
九
八
五
年
に
制
定
し
た
の
は
、
当
時
、

ア
メ
リ
カ
や
国
際
エ
ネ

ル
ギ
l
機
関

(
I
E
A
)
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
輸
入
の
自
由
化
圧
力
を
受
け
た
た
め
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
国
内
世
論
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
規
制
緩
和
に
前
向
き
で
あ
っ
た
。
日
経
四
紙
(
日
本
経
済
・
日
経
産
業
・
日
経
金

融
・
日
経
流
通
)

に
現
れ
た
「
規
制
緩
和
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
含
む
記
事
の
件
数
を
検
索
し
て
み
る
と
、
規
制
緩
和
関
連
の
記
事
は
、

八
0
年
代
に
は
数
百
件
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
増
加
し
続
け
、
大
庖
法
の
緩
和
改
正
が
決
ま
っ
た
九

O
年
に
は
約
二
、

0
0
0

件
に
達
し
た
。
八

0
年
代
前
半
の
土
光
臨
調
当
時
の
増
税
な
き
財
政
再
建
を
中
心
と
し
た
行
政
改
革
や
、

八
七
年
四
月
一
日
に
実
現
し
た

国
鉄
の
分
割
民
営
化
な
ど
と
比
べ
て
、
シ
ン
ボ
ル
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
理
念
の
上
で
の
派
手
さ
は
な
い
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
高
い
関
心
を
も
っ

て
規
制
緩
和
を
報
道
し
世
論
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

一一一



一
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第
三
に
、
具
体
的
な
改
革
案
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
「
最
大
限
尊
重
さ
れ
」
実
行
さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
第
二
次
行
革
審
と
そ
の
事
務
局
、

お
よ
び
通
産
省
の
所
管
原
局
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
。
規
制
緩
和
に
よ
る
効
果
が
は
っ
き
り
し
な
く
て
は
政
治
家
は
な
か
な
か

積
極
的
に
な
れ
な
い
。
行
革
審
と
通
産
省
の
審
議
会
は
具
体
案
を
提
示
し
て
き
た
が
、
そ
の
骨
格
を
練
っ
た
の
は
事
務
局
で
あ
っ
た
。
総

務
庁
と
通
産
省
は
、
事
務
局
ど
う
し
の
折
衝
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
状
況
認
識
の
共
通
化
を
図
り
、
業
界
対
策
の
戦
略
を
共
同
し
て
練
っ

て
き
た
。
前
者
は
法
改
正
、
後
者
は
運
用
改
善
と
、
緩
和
の
程
度
で
違
い
が
あ
っ
た
も
の
の
、
規
制
緩
和
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
一
致
し

た
の
で
あ
る
。
通
産
省
が
改
革
推
進
寄
り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
既
得
権
ネ
ッ
ト
の
一
角
が
崩
れ
、
改
革
推
進
派
の
ネ
ッ
ト
が
強
化
さ
れ
た

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
，
っ
た
。

第
四
に
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
最
後
ま
で
反
対
し
続
け
る
業
界
を
い
か
に
説
得
す
る
か
が
最
大
の
焦
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
通
産
省
の

審
議
会
は
、
業
界
の
利
益
を
代
表
す
る
委
員
の
不
満
や
意
見
を
表
明
す
る
ガ
ス
抜
き
の
場
、
あ
る
い
は
妥
協
点
を
探
る
舞
台
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
実
質
的
な
不
利
益
を
補
償
す
る
見
返
り
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
商
底
街
支
援
三
法
で
総
額
て
六
二
一
億
円

の
融
資
や
補
助
、
石
油
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
と
い
う
財
団
法
人
の
設
立
な
ど
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
五
に
、
以
上
の
ほ
か
に
も
規
制
緩
和
を
支
持
す
る
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
た
。
経
済
審
議
会
や
公
取
委
の
研
究
会
、
あ
る
い
は
経
団
連

な
ど
の
財
界
が
規
制
緩
和
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
業
界
の
な
か
で
、
改
革
派
寄
り
の
企
業
や
業
界
団
体
が
、
審
議
会
な
ど
で
規
制
緩
和
を

訴
え
た
り
、
通
産
省
の
行
政
指
導
に
正
面
か
ら
対
決
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
好
意
的
に
伝
え
、
世
論
も

規
制
緩
和
を
基
本
的
に
は
支
持
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
大
庖
法
と
石
油
産
業
の
規
制
緩
和
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義
と
い
う
見
方
か
ら
説
明
で
き
る
も
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

日
本
の
貿
易
政
策
は
、
今
後
も
自
由
化
の
方
向
に
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
い
く
つ
か
の
個
別
分
野
で
は
、
輸
出
抑
制
策
と
輸
入
促
進
策

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
製
品
輸
入
と
対
内
投
資
を
促
進
す
る
政
策
が
ま
す
ま
す
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
の
貿
易
障
壁

が
、
政
府
の
公
的
規
制
よ
り
も
、
市
場
の
日
本
的
取
引
慣
行
や
商
慣
習
に
あ
る
以
上
、
単
な
る
規
制
緩
和
だ
け
で
な
く
、
外
国
の
製
品
や

企
業
を
新
規
参
入
さ
せ
る
何
ら
か
の
優
遇
策
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
高
度
成
長
期
ま
で
の
日
本
は
、
自
国
の
製
品
や
企
業
の
輸
出
を
優
遇
し

た
が
、
今
後
は
、
自
由
貿
易
の
枠
の
な
か
で
他
国
の
製
品
や
企
業
の
輸
入
を
「
優
遇
L

す
る
の
で
あ
制
r

こ
の
よ
う
な
輸
入
「
優
遇
」
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
多
元
主
義
の
日
本
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
あ
る
程
度
の
結
果
は
出

せ
る
だ
ろ
う
。
日
本
市
場
の
慣
行
・
制
度
あ
る
い
は
心
理
・
態
度
は
不
変
で
は
な
く
、
変
化
を
起
こ
す
イ
ン
セ
ン
テ
イ
プ
や
政
策
が
あ
れ

ば
十
分
に
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
1
)
H
d叩
。
仏
O
吋
巾
]
円
、
0
4
4
r
a
明
。
己
吋
∞
苫
一
昨
巾
自
由
。
同
句
。

-WMコ
句
。
}
山
氏

2
・
出
口
仏
の
}Mano--
」、足
~
v
N
叫円
k

曲
、
さ
肌
誌
な

HSH叫
己
唱
曲
河
内
せ
な
さ
」
ロ
}
可
¥
〉

c
m
g
p

]
{
由
吋

N
Y
匂・

N
N由・

(
2
)

「
基
礎
コ

l
ス
臼
米
摩
擦
の
経
済
学
⑮

事
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

(3)

向
上
。
数
字
は
一
九
九
一
年
の
も
の
。

日
本
市
場
の
閉
鎖
性
」
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
一

O
月
一
九
日
)
。
本
節
は
、
同
記

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

一一一一一一



四

徹
・
浦
田
秀
次
郎
・
原
田
泰
『
な
ぜ
市
場
開
放
が
必
要
な
の
か
』
(
三
回
出
版
会
、
一
九
九
一
一
一
年
)
、
四
一

1
二
ペ
ー
ジ
。

(
5
)

ウ
ィ
リ
ア
ム

-
R
・
ク
ラ
イ
ン
「
日
本
」
(
小
宮
隆
太
郎
、
横
堀
恵
一
、
中
間
智
雄
編
辺
氏
界
貿
易
体
制

1
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
と
通

商
政
策

1
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九

O
年
)
、
五
七

1
六
0
ペ
ー
ジ
は
、
自
に
見
え
な
い
日
本
の
障
壁
に
つ
い
て
の
計
量
経
済
的
ア
プ
ロ
ー

チ
の
研
究
を
整
理
し
て
い
る
。

(

6

)

1

基
礎
コ
!
ス
日
米
摩
擦
の
経
済
学
⑬
対
日
直
接
投
資
L

(

『
日
本
経
済
新
聞
L

一
九
九
三
年
一

O
月
一
三
日
)
。
事
前
届
け
出
が
必
要

な
業
種
は
、
①
国
の
安
全
保
障
ま
た
は
公
の
秩
序
維
持
等
に
か
か
わ
る
業
種
(
航
空
機
、
武
窓
、
火
薬
、
原
子
力
、
宇
宙
開
発
、
生
物
学
的
製

剤
製
造
業
、
運
輸
業
、
警
備
業
、
通
信
業
、
放
送
業
等
)
お
よ
び
②
経
済
協
力
開
発
機
構

(
O
E
C
D
)
の
資
本
自
由
化
コ

l
ド
上
、
自
由
化

を
留
保
し
て
い
る
四
業
種
(
農
林
水
産
業
、
鉱
業
、
石
油
業
、
皮
革
ま
た
は
皮
革
製
品
製
造
業
)
だ
け
で
あ
る
。

(
7
)

中
北
ほ
か
、
前
掲
設
問
、
一

O
九
ペ
ー
ジ
。

向
上
、
一

O
九

1
一一

0
ペ
ー
ジ
。

通
商
産
業
省
『
通
商
白
書
(
総
論
)
平
成
五
年
版
』
(
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
九
一
一
一
年
)
、
二
二
一
ペ
ー
ジ
の
第
一
二
jes--
ニ
|
一
七
図
を
参
照
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ク
ラ
イ
ン
、
前
掲
論
文
、
五
四

i
六
ペ
ー
ジ
、
「
基
礎
コ
ー
ス
日
米
摩
擦
の
経
済
学
⑬
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
」
前
掲
記

4 

中
北

(
8
)
 

(9) 

(
叩
)

(
日
)
中
北
ほ
か
、
前
掲
書
、
一

O
六

1
一
O
八
ペ
ー
ジ
。

(
口
)
た
だ
し
、
外
資
系
企
業
が
進
出
閣
の
輸
入
に
寄
与
す
る
度
合
い
は
、
日
米
間
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
在
日
米
系
企
業
の
仕
入
れ
高
・
輸
入
比
率
(
一
一
一
九
・
八
パ

i
ゼ
ン
ト
(
九
一
年
)
)
と
在
米
汀
系
企
業
の
仕
入
れ
高
・
輸
入
比
率
(
四
三
パ
ー

セ
ン
ト
(
八
七
年
)
)
の
場
合
で
あ
る
(
「
基
礎
コ

l
ス
臼
米
摩
擦
の
経
済
学
⑬
対
日
直
接
投
資
L

前
掲
記
事
)
。

(
日
)
中
北
ほ
か
、
前
掲
書
、
一

O
八
ペ
ー
ジ
。

(
日
)
プ
レ
ッ
ド
・
パ
!
グ
ス
テ
ン
「
市
場
開
放
は
日
本
の
消
費
者
に
と
っ
て
利
益
に
」
(
叶
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
』

八
1
一

九

ペ

ー

ジ

、

日

米

摩

擦

の

経

済

学

⑬

日

本

市

場

の

閉

鎖

性

L

前
掲
記
事
。

一
九
九
三
年
一

O
月
四
臼
号
)
、

ー
基
礎
コ

1
ス



(
日
)
チ
ャ
ル
マ
!
ズ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
通
産
省
と
日
本
の
奇
跡
』

(
T
B
S
ブ
リ
タ
ニ
ヵ
、

H
P
R
~〈
ミ
凡
む
お
お
九
』
『
S
H
h詩
的
判

(
p
z
n
o門
C
ロ
ハ
吋
円
一

2
2
0ロ
d

H

H
山
〈
叩
門
田
町
片
山
刊
で
円
。

mm-
お
吋
∞
)
・

(
日
山
)
閉
山
山
岳
山
邑

ω白
5
5
2・
司
N
h
F
a
S内
訟
ミ

H
P町
、
む
苫
芯
問
的
向
山
富
門
司
(
目
安
宮
田
一
わ
C
門
誌
ロ
ピ
口
一

2
z
q
司
「
巾
凹
少
お
∞
叶
)
・

(
口
)
欠
巾
ロ
円
一
向
(
い
出
迂
巾
H
J
h
h
』
担
問
)
出
口
町
出
巾
一
明
。
吋
め
目
的
ロ

Hwnoロ
c
g片
岡
vcロ
円
可
明
，
C
円
四
回
白
色
。
口
一
同
凶
立
白
山
口
一
D
M州
各
市
問
巾
出
口
片
山
〈
巾

ω
g
g
-
事
、
。
ミ
丸
、
ミ
凡
な

.2

(〈
C
円

凶

円

i
2
0・
九
日
噂
ト
『
口
々
写
∞
∞
)
咽

UM)・
2
叶
i
印
白
・

(
刊
日
)
詳
し
く
は
、
制
稿
「
行
政
指
導
の
規
制
緩
和
L

(

『
レ
ヴ
ア
イ
ア
サ
ン
L

一
一
一
号
、
一
九
九
一
一
一
年
四
月
)
、
五
八

1
七
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

(
悶
)
グ
レ
ン
・
フ
ク
シ
マ
「
経
済
教
室
動
き
出
す
規
制
緩
和
@
対
外
不
均
衡
解
消
は
閤
難
し
(
『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
九
三
年
一
一
月
一

一日)。

一
九
八
二
年
)
、
官
岳
ぎ
る
・
州
内

E
s
q
-
b
A
b
主
主

(
却
〉
自
由
貿
易
主
義
の
視
点
か
ら
は
、
内
外
無
差
別
・
機
会
均
等
の
原
則
が
当
然
で
あ
る
。

業
)
で
こ
れ
ま
で
採
ら
れ
て
き
た
自
国
優
先
主
議
(
他
国
排
他
主
義
)
は
、
こ
の
原
則

い
く
つ
か
の
産
業
(
と
く
に
政
府
規
制
の
強
い
産

っ
て
改
革
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

キ

本
稿
は
、
一
九
九
三
年
十
二
月
十
一
・
十
二
日
に
早
稲
田
大
学
園
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
寸
貿
易
摩
擦
の
政
治
経
済

学
L

(

ブ
リ
i
ド
リ
ヒ
・
エ

l
ベ
ル
ト
財
団
、
ド
イ
ツ
日
本
研
究
所
、
早
稲
田
大
学
現
代
政
治
経
済
研
究
所
共
催
)
に
提
出
し
て
報
告
し
た
私
の

ペ
ー
パ
ー
を
務
晶
子
修
正
し
た
よ
で
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
提
出
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
は
英
訳
さ
れ
、
今
年
中
に
出
版

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

日
本
の
貿
易
政
策
と
政
治
シ
ス
テ
ム

五




